
尾道市立向東小学校

改善計画

7月 1月

（１）授業改善
①思考力，活用力の育成を目指した対話的な授
業づくり
②課題や実態に応じた手立ての工夫
➂研究授業の実施

74.1% 82.3% B

【結果】質問に肯定的な評価をした児
童の割合は高かったが，教職員の見取
りの割合は児童の自己評価に比べて低
くなっている。

【課題】自分の考えを，自信をもって
伝えられない児童がいる。そのため，
グループで話す際に，対話が進まない
グループも見られる。自分の考えを話
すことはできても，自分の考えを深め
たり広げたりするまでは至っていな
い。
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・課題として挙がっていることを組織的に改善できるように共通の課題認識をもって進んでいただくこ
とに期待している。
・教職員の評価と児童の評価の乖離については、評価基準に課題があるのではないでしょうか。自分の
考えを深めたり広げたりするために、学習の振り返りで学んだことをアウトプットする機会を設けては
いかがでしょうか。
・話す側だけでなく、聞く側の姿勢も大切だと思う。仲間の意見を聞いて受け入れることができる力は
対話をする上でも大事なことだと思う。自分の思いを伝えるための語彙力も必要。
・考えを言葉にするまでの時間はそれぞれなので、早く言葉にできない児童に精神的圧迫を与えないよ
うにと思います。時間をかけて深く鋭い意見がやっとできるタイプの子もうまく尊重しながら力や自己
肯定感を引き出せるような工夫があるといいなと思います
・自分の意見をしっかり言える事、相手の意見をしっかりと聞ける事ができる環境づくりが大切。
・自信をもって伝えられない児童への対応として、自分の考えを書いたり、語ったりする活動をすると
具体的な取り組み方法を示されていました。一人ひとりの児童の個性を見極めながら取り組みをすすめ
ていただきたいと思います。
・考えを深めるためには、他人の意見を傾聴することも大切だと思う。それに加えて自分の頭を整理す
る必要もあり、そのためには聞くというテクニックやメモをとるなど書くという行為も必要になると思
うし、そういった指導も必要だと考える。

自分の考えを書いたり話したりする場を設
定することで，系統的に経験を積み上げて
いく。また，自分の考えを書いたりまとめ
たりする時間を設定し，全員が自分の考え
をもつことができるようにする。
自分の考えを話しやすい，学級の雰囲気の
学級づくりを行う。

・児童アンケート「友達と関わっ
て学習したり活動したりするのは
楽しい」の項目で肯定的に答えた
児童の割合

95% 95.4% 100.4%

・アセスにおける友人サポートと
向社会的スキルの値

６０ｐｔ 60.8pt 101.0%

（２）自律できる児童の育成
①各学級における生活目標達成の手立てを共有
②掃除や係活動の充実

・毎月の児童会目標の達成率 88% 83.2% 94.5% B

【結果】1学期の児童会目標の達成率は，
月が進むごとに減少していき，7月には８
０％を切るという結果であった。
【課題】児童会の目標が全学年で日常的に
意識できていない実態があった。目標内容
も生徒指導年間計画と連動させて，児童の
取り組みやすい生活目標や児童が自己評価
できる内容を取り入れていく。
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・課題の部分で分析されているように，取り組みやすく，かつ，児童が少しずつ成長しているという自
覚が持てるように教員が声掛けしていくことが重要かと考える。
・児童会目標を個々が認識するところまで至っていないと思います。児童会目標⇒学年目標⇒クラス目
標⇒個人目標というようにここで何に挑戦するかを明確にすれば達成率が向上すると思います。アン
ケート項目の工夫も必要かと思います。
・自分ごとに置き換えにくいので、生徒一人一人が目標を立て、振り返りをすることで、達成感や次の
課題への取り組みにもつながるのではないだろうか。
目的、目標、手段を意識しながら目標だてを行い活動していくことは組織活動としてとても重要だと考
えている。

生徒指導年間計画と児童会目標の挨拶，身
だしなみ，履き物揃えなどと連動させ，児
童が取り組みやすく自己評価しやすい内容
を取り入れる。日常的に学級や個人で振り
返り，取り組みを意識できるようにしてい
く。

（３）異学年での運動遊びが楽しいと思える機会の
創出
①体育委員会・児童会の運動遊びの企画・実施
②教員主催の体力向上を意識させる運動遊び企画・
実施
③外遊び週間の設定
④集団遊びができる器具の整備
⑤校舎内外でもできる集団遊びの紹介
⑥職員研修

○児童アンケート
「他の学年の人や男女関係なく遊
ぶのは楽しい」と答える児童の割
合

80% 84.7% 106% Ａ

【結果】異学年，異性関係なく遊ぶことは
楽しいと答えた児童は学校平均84.7％で
目標値を上回った。視点を変えると，
15.7％の児童は否定的な考えをもってい
る。
【課題】対人的コミュニケーションの難し
さ，外遊び自体に否定的な考えをもってい
ることが考えられる。
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・気候の変化により，外遊びは避けた方がよい場合もあり，指導も難しくなっているのではないかと推察する。
・コミュニケーション力を身に付いたと評価するのは外遊びだけではないと考えます。どのような形であれ自分を表現
できる場があればよいと思います。評価を明らかに知るための一つの指標ですので、の児童がどのように変化したかを

みとることが大切ではないでしょうか。

・休み時間に先生も一緒になって運動場で遊ぶ姿が見られ、子どもたち嬉しいだろうなと感じた。外遊びだけでなく、
体育館や空き教室を使い、室内でも遊べるわらべうたやだるまさんが転んだなどの昔ながらの遊びを取り入れるのもい
いのではないだろうか。
・視点を変えると否定的な考えをもっているという考察は大切だと感じた。縦割り班の活動や仲間づくりの活動など、

向東は伝統的に大切にしてきている学校だと認識している。くりかえす遊びの中で自然に仲間関係の距離の取り方や、

駆け引き、呼吸の合わせ方などおのずと学べる作用は大きい。今後とも自然に様々な子とわけ隔てなく交わり遊べるよ
うな機会の創出をお願いしたい。

・仲良しの中にも上下関係を意識する取組も必要かなと思う。
・集団遊びができる器具の整備、集団遊びの紹介は具体的に進んでいるのか。室内でできる集団遊びの工夫なども必
要。

・外遊びに否定的な児童は一定数は必ずいるとは思う。そういう児童を外遊びに連れ出すことは大切だとは思うが、全
児童から外遊びに対して「好き」と感じさせるのはそもそも難しいのではないかとは感じた。

気候変動で必ずしも外遊びができない時代になってきているのも事実で、そういう状況の中で運動・遊びをどう楽しく
感じてもらって、体力向上に結びつけるのか？む大変難しい課題だと思う。

構成的グループエンカウンターで育んだ関わり
合いを基に，気候を考慮して場所を選択し，運
動遊びを少しでも「してみよう。」と思えるよ
うに，児童・教員が企画を工夫し実施する。上
下関係のある中で自分の役割を考えながら行動
しつつ，共感的人間関係を育み，温かい雰囲気
の活動を目指す。器具の整備や運動遊びの紹介
を推進し，体を動かす機会を創出する。目標値
を85％に上げる。

（２）学校の取組に係る保護者・地域への発信
①学校便り・HP
②CS便り
③学級懇談会・入学説明会等

○保護者アンケート
「学校は，学校行事や授業で地域
の人材を積極的に活用している」
の項目で肯定的な評価の割合

80% 90.8% 113% Ａ

【結果】208件の家庭から回答を頂いた。
そう思う(139）ややそう思う(50）あま
りそう思わない(5)そう思わない(1）分か
らない(13）となった。保護者のコメント
欄には、「先生以外の人と関わりを持てる
のは貴重だと思います。」といった感謝の
気持ちが多く見られた。
【課題】10％弱の方に積極的な活用につ
いての理解が周知し切れていないので、積
極的な情報発信を心掛けていく。
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・9割を超える肯定的な評価は立派なのではないだろうか。今後も発展させながら継続して行くことが
残りの10％弱の方に届くために必要なことと考える。
・保護者個々の考え方や事情もあると思います。自信を持って計画・実行し、情報発信を行っていただ
きたいと思います。
・コドモンのアンケートでは、入力するだけなので、手軽に使えてとても助かっている。ボランティア
など地域の人が子どもたちと関わった時に、お手紙で知らせてくれるので、保護者も知ることができ、
子どもとの会話にもつながるのでありがたい。
・地域の人材を積極的に活用している、という項目に理解が得られなかった１０パーセント弱の方の意
見が拾えたら、もしかしたら違った視座での人の活用にアイデアが拾えるかもしれないとも感じる。
・地域と人とのかかわりが、子どもにとっても良い経験になると思う。今後も、地域として子どもたち
の生活が安定できるようなかかわりを大事にしていきます。また、学校との連携を密にしていきます。
・まだ一定数の保護者の方々に、地域の方々との関わりをご理解いただけていないということは、
PTAからの情報発信も足りていないことの表れだとも感じた。この点反省として「PTA便り」などで
も情報発信をしていきたい。

活動内容については、「学校だより」を通
じて紹介している。今後は、保護者連絡ア
プリ「コドモン」を通じた発信なども視野
に検討していきたい。また、今回のアン
ケート結果をボランティアの方々にも伝え
られるようにしていく。

　

学校と地域の
協働の向上

国語科　96.9%

算数科　92.6%

（１）地域の特色を生かした授業や地域とつな
がる授業の実施
①各学年が設定した学びの場
　（生活科・総合的な学習の時間等）
②地域へ出かけての学習
③ゲストティーチャーを招聘しての授業

○児童アンケート
「地域のことが好き」と答え
る児童の割合

○児童アンケート
「地域のために活動した」と
答える児童の割合

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値

f
目
標
値

対話的な授業づくりによる
学力の向上

主体的に学び続
ける児童の育成

（２）言葉の力の育成
①書く力の育成
・向東小テストを活用した記述問題の指導
・日記，作文の指導
②読む力の育成
・意味調べ，音読の充実
・読書活動の推進

共感的人間関係の中で

健康な心と体を育てる

g
達成
値

a 　ミッション

「確かな学力と豊かな心を持ち，たくましく生きる児童の育成」

コミュニティ・スクールを基盤とした
「向東の対話」を活かした深い学びの創造 a 　ビジョン 「学校と地域が協働し，子供の未来を拓く学校」

心身ともに成長
しようとする児
童の育成

ハ
e 評価指標 j 結果と課題の説明

i
評
価

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

○対話に関する児童アンケート
『授業では，「むかいひがし」を
使って友達と話し合うなどして，
自分の考えを深めたり，広げたり
している。』という項目で肯定的
な評価の児童と教職員の割合の平
均

単元末テストにおける平均正答率
（％）
　　1年　国85　算85
　　2年　国85　算85
　　3年　国80　算80
　　4年　国80　算80
　　5年　国80　算80
　　6年　国80　算80

学力調査における平均正答率
12月の標準学力調査における平
均正答率（％）

90%

100％

全国平
均以上

85%

学
力
の
向
上

（１）自己肯定感を感じる学校集団づくり
①仲間作りを意識した構成的グループエンカウ
ンターとソーシャルスキルトレーニングの実施
②児童の不安や悩みを早期発見する体制の充実
③仲間との関わりを生み出す機会の確保

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

91%

78.5％

地域と共に育つ
児童の育成

生
徒
指
導
の
充
実

国語科では，文章の要点をまとめたり，要
約をしたりする練習をしていく。また，算
数科では，「問題を読む→図に表す→立式
する→答えを求める」という流れを大切に
した授業を行う。さらに，答えの見通しを
もたせることで，立式や計算の手立てとす
る。校内研修を積み重ね，教師の授業改善
につなげていく。

B

【結果】国語科も算数科も，単元によ
る点数の差が大きく，全体としては目
標を達成していない。

【課題】国語科も算数科も，初めて読
む文章の内容を理解することが難しい
と考えられる。算数科では，図形，測
定，変化と関係といった領域が苦手で
ある。

・9割は達成できているところが評価できる。表現や形式が変わっただけで全く別の問題として捉えたりする児童もいる

と思います。

・少しパターンの変わった問題等を反復学習で「やればできる」という成功体験から自信を持たせることが必要だと思
います。

・読解力は、国語科だけでなく他の教科においても大事になってくるので、語彙力、音読、要約するなど様々な力の習
得が大切だと思う。学校の勉強だけでなく、親子の会話であったり、様々な体験を通しても育まれていくものだと思
う。

・どの単元が弱かったかの分析に基づいて、学力検査後のフォローアップを随時してあげると長い目で見て　高学年や
中学校進学後の学校全体のボトムアップになるので、苦手が多い単元の復習をたまにしてあげてほしい。PTA新聞で各

先生が小学校の時に好きだった本に関するアンケートがあったが。先生ご自身が夢中になった本のブックトークなど、
親近感がわき、熱量の高い読書案内などの機会が多いと子どもたちの意識も高まると思う。学校図書室司書さんやあひ
る文庫さんなど、向東はよい機会がそろっているので、より学校の図書質が活気に満ちた場所になるように願います。

・文章の内容を理解する事は考える力に繋がるので、ぜひ頑張ってほしいと思います。
・「文書の要点をつかむ」ということは読解力が必要だと思う。読解力を高めたり、算数科の図形・測定・変化…の理

解は想像力が必要だと考える。教科だけでなく、生活の中での会話などからでも力をつけていくことができることを大

人が意識する必要がある。

・まだ1学期が終わったところなので、未達ではあるがこの結果を2学期以降にいかせていただければいいと思う。
・図形、即えいが苦手とある。小さな結果は承知していないが、子どもの様子を見ていると、もっと身近なモノやコト

と結びつける教え方が必要なのだと思う。

・

894.8%

令和5年度　学校評価表　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

h
達
成
度

イ ロ
b 中期経営目標

・児童が地域の方を信頼している様子が分かった。
・「地域のために活動した。」という質問項目に対し、何が地域のためになっているのかという定義があいまいなため

肯定的にとらえられない児童がいるのではないでしょうか。地域のためになる活動について考えさせてもよいと思いま
す。

・クラブやその他の授業でも地域の方が講師として関わっているので、地域とのつながりはとても濃いと思う。「地域
のために活動した」と問うのではなく、「地域の方に出会ってら挨拶をしますか？」や「シティクリーニングに参加し
ますか。」などより具体的な質問の方が答えやすいかもしれない。

・コロナや豪雨災害以前の向東の地域活動を知る児童が少なくなっているなか、イメージしづらいアンケートだったと
思われるが、概ね地域との繋がりに肯定的な回答が多く安心した。今後地域行事も徐々に戻ってくるが、特別な行事は

なくても地域のことを意識して、何か地域に働きかけたいと思うこどもたちの思いを育むきっかけが学校の授業や、地
域の学習にたくさん散りばめられているといいなと思う。
・「地域のために活動した」という機会が１学期は少なかったのではないか。「地域のために…」あいさつをするこ

と・公園で遊んでいる時ゴミをひろった・など無意識にしている子はいると考える。日常的にしていることが地域に元
気をあたえていると思わせるような意識付けが必要。

・子ども会に加入している児童が減っていたり、地域の行事自体が減っているという外的要因もある。PTAも含めてど
のように児童と地域の関わりをもつべきか。別の視点での課題解決も必要だと感じた。
・地域のために活動という内容をゴミ拾い等も含めると言われていたが、その妥当性も含めて考えた場合、適切な結果

であるかどうか疑問を感じたため“ハ“にした。

【結果】「地域のことが好き」と答える児
童の割合は、91％と高く「公園で遊ぶの
が楽しい。」「地域の方が優しい。」と
いった意見が聞かれた。また、「地域のた
めに活動した。」と肯定的に答える児童の
割合は、目標値を達成できていない。
【課題】
「地域のために活動した。」という項目に
おいて、児童が「地域のためにする活動」
は特別なものだと考えている可能性があ
る。

・集団作りに継続して取り組んでいる様子がわかる。
・「自分が嫌なことは他人にしない」を基本として、一日一善他の人のために行動する
ことが定着できればと思います。その際、見返り（お礼や、褒める言葉）を求めないこ
とも必要だと思います。連絡帳等で把握し、先生方がコメントする方法で児童の承認欲
求も満たされると思います。
・仲間や先生方との関係の中で学び成長していくので、様々な人と関わることの楽しさ
を知ってほしい。人との関わりが苦手な子どもが孤立しないような工夫も必要だと思
う。
・友達とのかかわりを振り返る機会をあえてつくるという試みは、デリケートな問題に
関しては（特に中高学年では）むずかしさもあるとは思う。しかし、うまく運用してい
くことができれば、こどもたちの心の成長につながる可能性がある。
・個人の不安を取り除いたりコミュニケーションのスキルを身につけさせていく…とあ
るが具体的にはどうやっていくのか示してほしい。
・低学年で、自己中心的な思考が見られるのは仕方ないことなのかもしれないが、これ
は毎年の傾向もしくは今年度の特徴なのか読み取れないところがあった。一方で、アン
ケートの設問内容は全学年同じなのか違っているのか、ふと疑問が湧いた。1年生と6
年生では発達度合いが全く違うのであるから、設問内容は変わってきて当然だと考え
る。

99.7 B

いじめアンケートや日常の児童の様子から
適宜個人面談を行うことで不安を取り除い
たり，構成的グループエンカウンターや
ソーシャルスキルトレーニングでコミュニ
ケーションのスキルを身に付けさせたりす
る。また，日常的に帰りの会などで友達と
の良いかかわりを振り返り，児童間の相互
評価や教員の肯定的評価により，自己肯定
感をさらに高める取り組みを行う。

7

自分達の元気の良い挨拶やちょっとしたゴ
ミ拾いなどが地域に良い影響を与えること
を学校の指導の中でも意識付けていくよう
にする。
 また、１５０周年記念事業の中で、向東地
域のことをより良く知ることができるよう
に講師を招聘したり、調べ学習を行ったり
して、学びを深めていく。

A 8

【結果】新しい学年になり環境が変
わって児童が前向きにやる気になって
いるので，どの学年も達成率が高かっ
た。低学年の発達段階では，まだ自己
中心的な思考が見られることもあっ
た。
【課題】構成的グループエンカウン
ターやスクールソーシャルスキル等の
成果が表出するには時間がかかるが，
地道に仲間作りを行うとともに，個人
の不安を取り除いたりコミュニケー
ションのスキルを身につけさせたりし
ていく。

1

様式1


